
























長崎大学教育学部人文科学研究報告 第49号 1 ~16 (1994) 
長崎における私の絵画




















































































































































































































































National des Arts Asiatiques GUIMET)へ通うことになる。
パリでの絵画制作の展開























































































註 4 '90 7月10日付 西日本新聞の社説にとりあげられた。註2のメンパーが個展を行った。揮(活
水教育研究)第 3号1990年度 Musee-JR (絵画)白浜清可著を参照のこと。
註5 タイトル rTHE9Jでメンバーは私の卒論ゼミナ-Jレ生 6名と慶北大学生3名。
何れも女子学生で絵画作品を発表した。おそらく学生同志の交流展では初めてのものになろう。
註 6 r長崎を最後の被爆地とする誓いの火」灯火台建設実行委員会。代表川口正善氏1988年 8月9日建
設。
註7 平成5年度文部省在外研究員の枠が長崎大学の諸般の理由により 2分の 1カットという内容の連絡
は受けていたが，土山前学長の御尽力により復活となる。
註8 Seiryo IKA W Aのタイトルで1993年 1月11日-18日，ペルピニャン美術学校新聞 Independant
1993年 1月25日付を参照
設 9 “RENCONTRE No2" 1994年 1月15日-2月28日出品者 F.MARTINO， W. DUPONT， S. 
IKAWA， A. MICHIE， A. PERRET， Y-REYNIER 
註10 "LUMINY-MARSEILLE" ARC 2企画ノfリ市立近代美術館 '76 10月26日付ルモンド社
をはじめ各社が記事とする。
註1 Seiryo Ikawa : La sauvagerie et le code イヴ・ミショ著(翻訳井川僅亮:野生と規律驚
藤一郎訳)
註12 義見 DISCOVERYNEW ASIA展・清州 1993 昌画廊 出品者9人(韓国，日本，欧州の各3人)
註13 Supports / Surfaces南仏を中心として1960年代終り頃から1971年頃に活動した美術運動の名称。
特に絵画とオプジェとの聞における問題を提示した。
註14 埼玉県立近代美術館・大原美術館・芦屋市立美術博物館・北九州市立美術館・岐車県立美術館
註15 今や大都会以上の環境の整った公立のいい美術館が地方に次々と誕生し，いろんな企画がたてられ，
このような展覧会はそうした時代の反映もあるのだろう。 Supports/ Surfaces展が東京の近代
美術館ではなく地方の近代美術館を巡回しながら行われたことは意義深いものである。
